
中
世
の
院
御
厩
司

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

西
園
寺
家
所
蔵
「
御
厩
司
次
第
」
を
手
が
か
り
に

木
村
　
真
美
子

は
じ
め
に

中世の院御厩司について

　
院
政
に
関
す
る
研
究
は
活
況
を
呈
し
て
い
る
が
、
そ
の
基
盤
と
も
い
え
る
院
庁
内
部
の
組
織
や
人
的
な
構
成
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
。
な
か
で
、
院
庁
の
分
課
的
な
機
構
の
ひ
と
つ
で
あ
る
院
御
厩
は
、
院
政
期
に
お
い
て
、
軍

事
的
な
側
面
か
ら
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
院
政
期
の
政
治
史
を
考
え
る
上
で
少
な
か
ら
ぬ

意
味
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
V

　
院
御
厩
に
つ
い
て
は
、
橋
本
義
彦
氏
が
「
院
政
論
」
に
お
い
て
、
院
庁
の
構
成
お
よ
び
院
の
組
織
し
た
武
力
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
）

で
論
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
橋
本
氏
も
そ
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
『
皇
室
制
度
史
料
　
太
上
天
皇
二
』
の
第
四
章
「
太
上
天
皇
の
院
司
」

に
載
せ
る
解
説
に
は
、
そ
の
要
件
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
御
厩
は
御
車
お
よ
び
牛
馬
等
を
管
し
て
御
幸
に
供
奉
す

る
の
を
任
と
し
、
別
当
以
下
案
主
・
舎
人
・
居
飼
・
車
副
等
の
員
を
置
き
、
別
当
は
御
幸
に
際
し
後
騎
を
勤
め
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。
其
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の
職
掌
上
警
衛
に
も
関
係
し
て
重
視
さ
れ
た
ら
し
く
、
後
三
条
上
皇
の
頃
よ
り
別
当
に
は
公
卿
が
任
ぜ
ら
れ
る
例
と
な
り
、
源
平
争
乱
期

に
は
源
義
仲
・
同
義
経
が
相
つ
い
で
院
御
厩
の
事
を
管
掌
し
た
が
、
義
経
没
落
後
は
源
頼
朝
の
縁
者
一
条
能
保
が
別
当
に
補
さ
れ
、
さ
ら

に
親
幕
府
派
の
権
門
西
園
寺
家
の
廷
臣
が
こ
れ
を
独
占
す
る
に
至
っ
た
L
と
い
う
。
院
御
厩
に
つ
い
て
の
制
度
的
な
概
要
は
、
お
お
む
ね

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
高
橋
昌
明
氏
は
、
平
忠
盛
を
中
心
と
し
た
勃
興
・
発
展
期
の
平
氏
に
つ
い
て
論
ず
る
な
か
で
、
御
厩
別
当
を
院
庁
内
部
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

け
る
軍
事
貴
族
の
指
定
席
と
し
て
位
置
付
け
、
中
世
初
期
の
御
厩
別
当
の
変
遷
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
網
野
善
彦
氏

は
、
鎌
倉
時
代
の
西
園
寺
家
（
庶
家
を
含
む
）
の
所
領
を
分
析
し
、
同
家
が
院
御
厩
別
当
を
世
襲
し
た
こ
と
が
、
家
領
の
形
成
に
大
き
な
意

味
を
有
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
網
野
氏
は
さ
ら
に
、
院
御
厩
の
構
成
員
で
あ
る
御
厩
舎
入
や
居
飼
の
交
通
・
運
輸
上
の
役
割
に
着
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

し
、
馬
借
・
車
借
と
の
関
係
を
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
下
級
官
人
の
動
向
を
論
ず
る
な
か
で
、
院
御
厩
や
そ
の
構
成
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

つ
い
て
言
及
す
る
論
文
は
あ
る
が
、
中
世
の
院
御
厩
に
つ
い
て
包
括
的
に
論
じ
た
も
の
は
な
く
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
と
な
る
院
御
厩
司

（
院
御
厩
別
当
お
よ
び
院
御
厩
預
の
総
称
）
の
沿
革
に
つ
い
て
さ
え
、
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
西
園
寺
家
所
蔵
「
御
厩
司
次
第
」
と
い
う
史
料
を
紹
介
し
、
そ
の
性
質
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
「
御
厩
司
次
第
」
と
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
院
御
厩
関
係
の
史
料
と
を
あ
わ
せ
て
、
院
御
厩
司
と
案
主
に
つ
い
て
の

沿
革
を
さ
ぐ
り
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
院
御
厩
を
中
世
前
期
の
政
治
史
の
な
か
に
位
置
付

け
た
い
と
思
う
。
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中世の院御厩司について

　
　
　
　
　
　
一
　
「
御
厩
司
次
第
」
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
学
習
院
大
学
史
料
館
が
、
西
園
寺
公
友
氏
か
ら
寄
託
を
う
け
た
「
西
園
寺
家
文
書
」

通
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
釈
文
を
掲
げ
よ
う
。

鰍
　
御
厩
司
次
第
羅
雛
僧
福
地

　　

所
ﾄ
橘
頼
里
寛
治
二
年
最
初
嘲
司
喬
御
牧
検
庄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
定
置
宿
直
人
畢
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
鳥
羽
院

　
　
　
二
位
中
将
経
実

　
　
崇
徳
院
　
　
　
通
季
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
案
、
下
同
ジ
〕

　
　
　
右
衛
門
督
季
通
　
　
　
　
　
　
　
　
安
主
左
兵
衛
尉
宗
時

　
　
　
　
　
　
　
く
　
く

の
な
か
に
、
「
御
厩
司
次
第
」
と
題
す
る
文
書
一
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近
衛
院

　
美
作
守
忠
盛

　
〔
×
院
）

同
御
宇

　
安
芸
守
清
盛

安
主
左
衛
門
尉
家
貞

安
主
同

＋
年
鵠
輪
二

六
年
灘
評
三

20

二
条
院
右
衛
門
督
信
頼

安
主
左
衛
門
尉
貞
能

一
年
瀦
攣

　
（
×
院
）

同
伽
宇
中
納
言
清
盛
還
任

安
主
筑
後
守
貞
能

十
一
年
舘
轍
囎
玩

高
倉
院

　
左
衛
門
督
重
盛

安
主
同

二
年
魏
豚
竣
元

（
x
院
）

同
噸
宇

　
右
衛
門
督
宗
盛

安
主
同

三
年
魏
鋪
麸
准

　
（
x
院
）

同
調
宇

　
右
衛
門
督
知
盛

安
主
同

四
年
鉋
蔽
翫
二

　
（
×
院
）

同
価
宇

　
堤
大
納
言
朝
方

安
主
外
記
大
夫

三
年
魏
瀦
藤
萩



（第二紙）

安
徳
天
皇

左
馬
頭
義
仲

安
主
八
嶋
冠
者
　
一
年
寿
、
水
二

後
鳥
羽
院

　
九
郎
大
夫
判
官
義
経

安
主
後
藤
兵
衛
尉

鮒
網
献
夫
　
一
年
元
暦
元

（
x
院
）

同
撫
宇
右
大
将
頼
朝

遠
江
守
時
政
為
御
代
官
領
之

甜
朝
献
細
餉
蹴
　
一
年
文
治
元

同
御
宇

　
按
察
中
納
言
光
親

三
年
魏
融
酷
二

同
御
宇
　
　
　
　
　
自
関
東

　
左
兵
衛
督
能
保
榔
趣
お

　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
く

安
主
安
房
刑
部
丞
盛
綱

二
年
譲
雑

中世の院御厩司について

同
御
宇

　
花
山
院
左
大
臣

遡
ギ
中
納
言
能
保
還
任

同
御
宇
　
　
　
　
〔
能
〕

　
左
兵
衛
督
高
保

安
主
刑
部
大
夫
仲
国
鰍
湖
燃
監
物
　
五
年
銘
髄
畝
二

安
主
後
藤
左
衛
門
尉
基
清
　
一
年
建
久
七

安
主
同
　
二
年
魏
腱
畝
八
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（第三紙）

土
離
寺
太
政
大
臣
公
経
公

。
謬
坊
門
内
大
臣
籍
公

　
武
蔵
守
泰
時

　
　
　
　
　
　
　
以
　
　
　
行

承
久
三
閏
十
二
月
関
東
使
ウ
隠
岐
守
行
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
れ
　
ロ
ま
　
　
　
　
へ
　
ね
　
ロ
　
　
り
　
の
　
ム
ヂ

　
常
盤
井
太
政
大
臣
実
氏
公

管
領
之
由
承
畢
、

　
冷
泉
太
政
大
臣
公
相
公

　
後
西
園
寺
前
太
政
大
臣
実
兼
公

竹
林
院
左
大
臣
公
衡
公

　
西
園
寺
内
大
臣
実
衡
公

安
主
左
兵
衛
尉
景
経
齢
鯛
猷
　
一
年
正
治
元

安
主
同
耐
目
代
　
十
八
年
鮪
継
知
三

安
主
駿
河
次
郎
泰
村
　
一
年
騨
蹴
蛭
崩
帽
列

安
主
石
見
守
友
景
掛
朗
機
蝋
轍
灘
欝

安
主
壱
岐
守
範
景

安
主
筑
後
守
時
景

安
主
筑
後
守
師
景

安
主
筑
後
守
吉
景
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中世の院御厩司について

権
大
納
言
公
宗

　
　
　
　
右
大
臣
実
俊
公

後
常
盤
井
太
政
大
臣

　
　
　
　
　
く
　
く
　
く
　
く

　
権
大
納
言
公
永

　
慶
寿
院
前
右
大
臣
実
、
永
公

　
観
音
寺
前
太
政
大
臣
公
名
公

　
後
竹
林
院
前
左
大
臣
実
遠
公

子
襲
顛
臣
公
藤
公

．
万
藤
日
描
臣
実
宣
公

安
主
筑
後
判
官
忠
景

安
主
同

安
主
政
景

安
主
同

安
主
有
景

安
主
基
景

安
主
同

安
主
豊
景
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本
書
は
、
楮
紙
三
紙
を
貼
り
継
い
で
書
か
れ
て
お
り
、
縦
が
二
七
・
五
糎
で
、
横
が
全
長
一
二
一
二
糎
で
あ
る
。
記
述
は
上
下
二
段
に
分

か
れ
、
上
段
に
院
御
厩
司
の
歴
名
を
、
下
段
に
案
主
と
在
任
期
間
を
記
し
て
い
る
。
本
書
の
成
立
年
次
を
示
す
奥
書
等
は
存
在
し
な
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
後
観
音
寺

の
の
、
本
文
の
末
尾
が
「
前
左
大
臣
塞
目
］
公
」
で
あ
り
、
西
園
寺
実
宣
の
死
後
に
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
宣
は
天
文
一
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
）

（一

ﾜ
四
一
）
九
月
一
二
日
に
没
し
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

24

二
　
「
御
厩
司
次
第
」
の
検
討

（一

j
「
御
厩
司
次
第
」
の
特
徴

　
「
御
厩
司
次
第
」
は
、
訂
正
や
単
純
な
誤
り
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
草
稿
段
階
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
承
久
の
乱
以
前
と
以
後
、

つ
ま
り
御
厩
別
当
が
西
園
寺
家
の
世
襲
に
な
っ
た
実
氏
よ
り
前
と
後
と
で
、
書
き
方
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
容
易
に
見
て
と
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
実
氏
よ
り
前
の
部
分
で
は
、
御
厩
司
の
右
肩
に
時
の
天
皇
（
時
の
治
天
を
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）
を
、
案
主
の
下
に
は

在
任
期
間
を
記
し
て
い
る
が
、
実
氏
以
後
の
部
分
に
は
な
い
。
さ
ら
に
、
官
途
の
書
き
方
に
注
目
す
る
と
、
二
人
目
の
経
実
か
ら
一
六
人

目
の
左
兵
衛
督
能
保
ま
で
は
、
堤
大
納
言
朝
方
を
除
い
て
、
別
当
在
任
時
の
当
官
と
考
え
ら
れ
る
が
、
は
じ
め
の
頼
里
、
朝
方
お
よ
び
花

山
院
左
大
臣
兼
雅
以
後
は
お
お
む
ね
極
官
が
記
さ
れ
て
お
り
、
統
一
性
を
欠
い
て
い
る
。
本
書
は
｝
見
し
た
だ
け
で
も
、
以
上
の
よ
う
な

問
題
点
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
高
橋
．
網
野
両
氏
に
よ
っ
て
、
院
御
厩
の
管
領
地
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
河
内
国
会



中世の院御厩司について

表1　「御厩司次第」以外の史料から確認される院御厩司の一覧表

番 院 年月日 任 御厩司 官途

1 後三条 延久4．12．25 任 藤原基長 参・従二・右中将・周防権守

白河 寛治1．2．5 見任 藤原経実 非参・従三・右中将2
　
　
0
0

保安3 見任 藤原通季 権中・従三・中宮権大夫・左衛門督

4 鳥羽 大治4・8・2 任 平　忠盛 備前守

5 後白河 保元3・8・11 任 藤原信頼 非参・従三・皇后宮権大夫・左兵衛督

6 高倉 治承4・3・4 任 平　知盛 非参・正三・左兵衛督・丹波権守

7 後白河 寿永2・12・1 任 源　義仲 従五下・左馬頭

8 文治1・4・27 任 源　義経 従五下・左衛門尉

9 文治1・12・27 任 藤原朝方 権中・正二

10 文治5・6・24 任 一条能保 参・従三・右兵衛督

11 建久2・12・29 見任 花山院兼雅 右大臣・正二

12 後鳥羽 建久9 見任 西園寺公経 参・正四下・左中将

13 正治1・7・12 任 坊門信清 参・従三・右衛門督

14 後堀河 貞永1・10・4 任 園　基氏 参・従三・右兵衛督

15 後嵯峨 寛元4・1・29 任 西園寺公相 権大・正二

16 亀山 文永11・2・7 任 西園寺実兼 権大・正二

17 後深草 正応1・1・8 見任 西園寺公衡 中・従二・中宮大夫

18 伏見 永仁6・7・22 任 西園寺公顕 権中・正二・中宮権大夫

19 後宇多 嘉元3・⑫・22 任 吉田定房 権中・従三

20 後伏見 応長1・1・27 見任 西園寺実衡 権中・従二

21 光明 貞和4 任 西園寺公重 大・正二・左大将

22 後光厳 応安4・3・23 任 西園寺公永 権中・従二

23 後円融 永徳2・4・11 任 西園寺公永 権大・正二

24 後小松 応永19・10・14 任 西園寺実永 権大・正二

＊院の項は，御厩司が仕えた上皇。出典は，17，18がr公衡公記』，20がr実躬卿記』，

それ以外はすべてr皇』に収載されている史料である。

表2　院御厩司対照表

人
名

表
1
本
書

橘
頼
里

×

○

藤
原
経
実

○

○

藤
原
通
季

○

○

平
忠
盛

○

○

平
清
盛

×

○

藤
原
信
頼

○

○

平
清
盛
（
再
）

X

○

平
重
盛

×

○

平
宗
盛

×

○

平
知
盛

○

○

藤
原
朝
方

△

○

源
義
仲

○

○

源
義
経

○

○

源
頼
朝

×

○

藤
原
朝
方
（
再
）

○

○

一
条
能
保

○

○

花
山
院
兼
雅

○

○

一
条
能
保
（
再
）

X

○

一
条
高
能

×

○

西
園
寺
公
経

○

○

坊
門
信
清

○

○

北
条
泰
時

×

○

西
園
寺
実
氏

×

○

園
基
氏

○

×

西
園
寺
公
相

○

○

西
園
寺
実
兼

○

○

西
園
寺
公
衡

○

○

西
園
寺
公
顕

○

×

吉
田
定
房

○

×

西
園
寺
実
衡

○

○

西
園
寺
公
宗

×

○

西
園
寺
公
重

○

×

＊藤原朝方は，還補という形で確認されるので△とした。

25



　
　
　
　
　
　
　

賀
．
福
地
両
牧
を
、
院
御
厩
司
の
知
行
地
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
や
、
御
厩
司
の
み
な
ら
ず
、
従
来
わ
ず
か
に
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た

案
主
の
名
を
記
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
記
載
が
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
か
ら
は
じ
ま
り
、
天
文
年
間
こ
ろ
ま
で
四
五
〇
年
以

上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
特
長
が
あ
り
、
記
載
内
容
の
信
愚
性
が
確
認
で
き
れ
ば
極
め
て
有
益
な
史
料
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
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そ
こ
で
ま
ず
、
そ
の
信
葱
性
に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め
、
本
書
に
見
え
る
御
厩
司
を
、
他
の
史
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
そ
れ
と
比
較
し

て
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
『
皇
室
制
度
史
料
』
収
載
の
史
料
に
院
御
厩
司
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
史
料
を
新
た
に
若
干
加
え
、
院
御

厩
司
の
㎝
覧
表
を
作
成
し
た
（
表
一
）
。
さ
ら
に
、
本
書
と
の
違
い
を
明
確
に
す
る
た
め
、
所
見
の
有
無
を
対
照
さ
せ
て
み
た
（
表
二
）
。

　
表
二
に
見
る
通
り
、
西
園
寺
実
氏
よ
り
前
の
部
分
に
つ
い
て
比
べ
る
と
、
表
一
に
見
え
．
て
本
書
に
見
え
な
い
者
は
な
く
、
本
書
に
の
み

見
え
る
者
が
七
人
あ
る
。
こ
の
七
人
と
も
院
御
厩
司
で
あ
っ
た
蓋
然
性
の
高
い
者
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
共
通
す
る
一
二
人
に
つ
い
て

は
、
順
番
も
一
致
し
て
お
り
、
本
書
の
信
悪
性
は
か
な
り
高
い
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
実
氏
以
後
の
部
分
に
つ
い
て
比
べ
る
と
、
表
一
に
見
え
て
本
書
に
見
え
な
い
者
が
四
人
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
の
信
愚
性
を
述

べ
る
に
あ
た
っ
て
大
き
な
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
書
に
見
え
な
い
御
厩
司
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
の
点
を
明
確
に
し
て

み
た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
本
書
の
成
立
と
密
接
に
関
わ
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
「
御
厩
司
次
第
」
の
成
立

　
承
久
の
乱
以
降
の
院
御
厩
別
当
職
は
、
西
園
寺
家
が
相
伝
し
て
い
た
こ
と
が
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
ひ
と
つ

気
に
な
る
史
料
を
掲
げ
よ
う
。
室
町
後
期
に
成
立
し
た
故
実
書
で
あ
る
『
名
目
抄
』
に
、
「
御
厩
別
当
姻
欄
塒
蹴
む
補
之
、
」
と
あ
る
。
『
名

目
抄
』
の
著
者
は
洞
院
実
煕
で
あ
り
、
こ
こ
に
で
て
く
る
「
当
流
」
と
は
、
西
園
寺
公
経
の
三
男
実
雄
に
始
ま
っ
た
洞
院
家
を
さ
す
。
つ



中世の院御厩司について

ま
り
、
御
厩
別
当
は
代
々
西
園
寺
家
か
ら
補
任
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
洞
院
家
か
ら
も
補
任
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
。
実
煕
は
、
没
年
未
詳
で
、
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
に
四
九
歳
で
出
家
し
て
い
る
の
で
、
『
名
目
抄
』
は
一
五
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
の

状
態
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
翻
っ
て
本
書
を
見
て
み
る
に
、
洞
院
家
の
人
間
は
見
当
た
ら
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
実
氏
以
後
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
西
園
寺
家
嫡
流
の
当
主
以
外
を
載
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ

で
次
に
、
在
職
が
確
認
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
四
人
の
御
厩
別
当
、
園
基
氏
・
西
園
寺
公
顕
．
吉
田
定

房
・
西
園
寺
公
重
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
園
基
氏
は
、
四
条
天
皇
へ
の
譲
位
に
伴
う
後
堀
河
院
庁
開
設
に
あ
た
っ
て
御
厩
別
当
に
補
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
西
園
寺
実
氏
は
、

執
事
別
当
で
あ
っ
た
。
承
久
の
乱
後
、
後
高
倉
院
政
が
行
な
わ
れ
、
つ
い
で
後
堀
河
親
政
と
な
っ
た
が
、
親
政
の
間
は
実
氏
が
後
院
御
厩

を
管
掌
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
あ
と
を
う
け
て
御
厩
別
当
と
な
っ
た
基
氏
は
、
後
堀
河
院
の
生
母
北
白
河
院
の
弟
で
あ
る
と
と
も

に
、
実
氏
に
と
っ
て
も
父
方
の
祖
母
の
兄
弟
で
、
の
ち
に
息
公
相
の
岳
父
に
も
な
っ
て
お
り
、
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
。
寛
元
四
年
（
一
二

四
六
）
後
嵯
峨
院
庁
発
足
に
伴
い
、
公
相
が
執
事
別
当
の
土
御
門
顕
定
よ
り
上
脇
で
あ
り
な
が
ら
、
御
厩
別
当
に
就
任
し
た
こ
と
を
「
人

以
傾
奇
」
し
た
と
『
公
光
懸
』
は
記
し
て
い
る
・
こ
▼
」
か
ら
・
執
事
は
御
厩
別
当
よ
り
上
繭
の
勤
め
る
べ
き
職
で
あ
・
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
後
堀
河
院
政
下
で
執
事
と
な
っ
た
実
氏
は
、
息
公
相
が
ま
だ
幼
少
で
あ
る
た
め
、
弟
の
洞
院
実
雄
に
そ
の
職
が
渡
る
の
を
嫌
い
、

中
継
ぎ
と
し
て
基
氏
を
御
厩
別
当
に
据
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
後
嵯
峨
院
の
と
き
に
は
、
執
事
よ
り
も
上
嘔
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
公
相
が
御
厩
別
当
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
西
園
寺
家
の
御
厩
別
当
職
に
対
す
る
執
着
が
う
か
が
え
よ
う
。

　
二
人
目
の
西
園
寺
公
顕
は
、
公
衡
の
異
母
弟
で
、
伏
見
院
庁
発
足
時
に
公
衡
が
執
事
を
つ
と
め
た
際
の
御
厩
別
当
で
あ
る
。
こ
の
と
き

公
衡
の
息
実
衡
は
ま
だ
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
、
公
衡
・
公
顕
兄
弟
の
父
実
兼
の
意
向
で
、
中
継
ぎ
と
し
て
公
顕
が
補
任
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
三
人
目
の
吉
田
定
房
は
、
後
宇
多
院
の
信
任
篤
く
、
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
閏
一
二
月
に
公
衡
が
弟
の
公
顕
と
も
ど
も
後
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（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

宇
多
院
の
勅
勘
を
蒙
っ
た
と
き
、
御
厩
別
当
に
選
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
四
人
目
の
西
園
寺
公
重
は
、
実
衡
の
男
で
公
宗
の
異
母
弟
に

あ
た
り
、
建
武
新
政
期
に
公
宗
の
後
伏
見
上
皇
擁
立
計
画
を
密
告
し
た
功
績
に
よ
っ
て
西
園
寺
家
の
家
督
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
南
朝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

砥
候
し
た
た
め
、
西
園
寺
家
の
家
督
は
公
宗
の
遺
児
実
俊
に
う
つ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
西
園
寺
家
に
と
っ
て
不
都
合
な
定
房
が
除
か
れ
た
の
は
当
然
と
し
て
も
、
西
園
寺
家
の
姻
戚
で
あ
る
基
氏
や
、
西
園
寺
家
庶
流
の
公

顕
．
公
重
す
ら
も
載
せ
ら
れ
ず
、
ま
た
『
名
目
抄
』
に
あ
る
よ
う
な
洞
院
家
の
人
名
も
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
西
園
寺
家
嫡
流
の
当
主
だ

け
が
、
代
々
御
厩
別
当
に
補
任
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
た
め
、
そ
れ
以
外
は
載
せ
な
い
方
が
よ
い
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
な
ぜ
そ
の
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
本
書
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
西
園
寺
実
宣
の
没
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
御
厩
別
当
の
職
務
が
無
実
化
し
て
い
た
室
町
時
代
の

最
末
期
に
、
わ
ざ
わ
ざ
西
園
寺
家
が
御
厩
別
当
で
あ
る
こ
と
の
正
当
性
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
目
的
は
御
厩
別
当
職
と

い
う
よ
り
も
、
同
職
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
会
賀
・
福
地
牧
を
領
有
す
る
正
当
性
の
主
張
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
他
家

が
御
厩
別
当
に
補
任
さ
れ
る
こ
と
で
、
両
牧
を
知
行
せ
ん
と
す
る
の
を
、
阻
止
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

他
家
と
は
、
洞
院
家
が
断
絶
し
て
い
た
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
は
、
今
出
川
（
菊
亭
）
家
に
ほ
か
な
る
ま
い
。

　
今
出
川
家
は
、
鎌
倉
中
期
の
公
衡
の
異
母
弟
兼
季
を
祖
と
す
る
西
園
寺
家
の
分
家
で
、
西
園
寺
家
と
同
格
の
清
華
家
で
あ
り
、
伏
見
宮

家
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
勢
力
を
保
っ
て
い
た
。
近
世
に
入
っ
て
か
ら
も
御
厩
別
当
は
確
か
に
西
園
寺
家
が
つ
と
め
て
い
る
が
、
今
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

川
家
か
ら
補
任
さ
れ
た
事
例
も
あ
り
、
中
世
に
お
い
て
す
で
に
、
今
出
川
家
か
ら
院
御
厩
別
当
に
補
任
さ
れ
た
前
例
が
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
室
町
時
代
に
お
い
て
は
、
御
厩
別
当
と
い
っ
て
も
も
は
や
所
領
と
し
て
の
得
分
権
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
西
園
寺
家
領
と
い

う
の
と
同
義
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
応
仁
の
乱
後
は
公
家
の
家
領
荘
園
に
お
け
る
荘
務
権
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
、
結
局
わ
ず
か
な
所
領
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

奪
い
合
い
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
趨
勢
の
な
か
で
、
今
出
川
公
彦
と
西
園
寺
公
朝
が
会
賀
・
福
地
牧
の
領
有
権
を
め
ぐ
っ
て
相
論
と
な
り
、
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そ
こ
で
西
園
寺
家
代
々
の
知
行
の
正
統
性
を
示
す
証
拠
文
書
と
し
て
、
公
朝
が
作
成
し
た
歴
代
の
院
御
厩
司
と
案
主
の
書
き
上
げ
の
草
案

が
、
本
書
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
成
立
や
性
質
を
考
え
て
み
る
と
き
、
前
述
の
四
人
の
別
当
の
名
が
見
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
部

分
の
信
愚
性
を
そ
こ
な
う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
で
き
る
限
り
正
確
に
作
成
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
の
検

討
か
ら
、
本
書
は
中
世
の
院
御
厩
司
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
た
め
の
有
効
な
史
料
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
章
以
降
か
ら
院
御
厩
司

お
よ
び
案
主
の
沿
革
に
つ
い
て
の
旦
ハ
体
的
な
検
討
に
は
い
ろ
う
。

三
　
院
御
厩
司
に
つ
い
て

中世の院御厩司について

　
本
章
で
は
、
白
河
院
政
期
か
ら
の
院
御
厩
司
に
つ
い
て
、
前
章
で
紹
介
し
、
そ
の
信
葱
性
を
確
認
し
た
「
御
厩
司
次
第
」
（
以
下
「
次

第
」
と
略
す
）
を
利
用
し
な
が
ら
検
討
を
す
す
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
最
初
に
御
厩
司
と
し
て
登
場
す
る
橘
頼
里
は
、
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
当
時
、
左
衛
門
尉
で
検
非
違
使
で
あ
る
。
前
越
中
守
で
没
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
残
画
か
ら
も
「
橘
頼
里
」
の
上
に
は
「
越
中
守
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
五
位
の
左
衛
門

尉
に
す
ぎ
な
か
っ
た
頼
里
が
院
御
厩
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
、
次
の
二
位
中
将
藤
原
経
実
と
あ
わ
せ
て
見
て
み

よ
蔦
『
上
皇
御
移
継
』
応
徳
四
年
（
δ
八
七
）
正
月
二
九
日
の
白
河
院
の
移
徒
の
記
事
に
⊃
．
｛
位
中
将
経
実
卿
纏
別
肖
供
奉
御

後
、
L
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
為
房
卿
記
』
同
年
五
月
一
九
日
条
の
白
河
院
御
幸
の
記
事
に
は
「
三
位
中
将
衣
穫
検
非
違
使
頼
里
綿
羅
、

候
御
車
後
、
」
と
見
え
て
い
る
。
頼
里
が
、
車
後
に
候
し
て
御
幸
の
警
衛
に
あ
た
っ
て
い
る
際
の
御
厩
別
当
は
、
経
実
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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以
上
か
ら
、
橘
頼
里
は
別
当
で
は
な
く
、
む
し
ろ
案
主
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
名
前
の
下
の
割
注
か
ら
、
頼
里
は
も
と

も
と
後
院
領
で
あ
っ
た
会
賀
・
福
地
牧
を
院
御
厩
領
と
す
る
に
あ
た
っ
て
の
検
注
を
行
な
っ
た
こ
と
で
特
筆
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
と
す

れ
ば
、
本
来
頼
里
の
名
は
経
実
の
下
に
書
か
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
経
実
は
嘉
保
三
年
（
一
〇
九
六
）
に
権
中
納

　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

言
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
経
実
が
二
位
中
将
と
呼
ば
れ
た
時
に
は
、
鳥
羽
天
皇
は
ま
だ
即
位
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し

た
が
っ
て
、
右
肩
に
「
鳥
羽
院
」
と
あ
る
の
は
「
堀
河
院
」
の
誤
り
で
あ
る
。

　
次
の
右
衛
門
督
通
季
は
、
西
園
寺
家
の
祖
と
さ
れ
る
藤
原
通
季
で
あ
る
。
右
衛
門
督
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
保
安
三
年
（
二
二

　
　
　
　
（
2
0
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

二
）
左
衛
門
督
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
右
は
左
の
誤
り
で
あ
る
。
通
季
が
保
安
年
間
に
御
厩
別
当
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
の
記
録
か
ら
確

認
で
き
る
。

　
次
の
平
忠
盛
に
つ
い
て
は
、
高
橋
昌
明
氏
の
研
究
が
あ
る
。
高
橋
氏
は
、
白
河
院
政
末
～
鳥
羽
院
政
期
に
つ
い
て
検
討
し
、
院
の
御
幸

の
際
に
御
厩
別
当
が
「
車
後
」
・
「
後
騎
」
を
つ
と
め
た
事
例
が
多
い
の
で
、
こ
の
役
を
つ
と
め
る
者
は
御
厩
別
当
だ
と
考
え
、
藤
原
家
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

や
源
有
賢
等
も
こ
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
同
時
に
複
数
の
御
厩
別
当
が
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
摂
関
家
御
厩

が
、
上
下
別
当
制
を
採
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
院
御
厩
も
同
様
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、
院
御
厩
に
つ
い
て
は
、

上
下
別
当
と
い
う
職
名
は
史
料
上
全
く
検
出
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
氏
自
身
が
め
ま
ぐ
る
し
い
御
厩
別
当
の
交
代
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る

通
り
、
こ
こ
は
別
の
可
能
性
を
想
定
し
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
『
長
秋
記
』
大
治
四
年
（
＝
二
九
）
八
月
二
日
条
に
、
忠
盛
の
「
鳥
羽
殿
御
厩
預
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
高
橋
・
網
野

両
氏
の
指
摘
ど
お
り
、
鳥
羽
殿
御
厩
は
院
御
厩
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
記
事
は
鳥
羽
院
政
発
足
時
の
も
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

「
如
本
可
執
申
」
と
あ
り
、
忠
盛
は
白
河
院
政
期
に
も
、
鳥
羽
殿
御
厩
預
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
史
料
は
同
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

院
御
厩
に
「
預
」
と
い
う
職
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
忠
盛
の
前
任
の
通
季
は
、
こ
の
前
年
の
大
治
三
年
に
麗
じ
て
い
る
。
当
時
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白
河
院
の
判
官
代
で
あ
っ
た
忠
盛
は
、
そ
の
あ
と
を
襲
っ
て
御
厩
を
管
掌
す
る
立
場
と
な
っ
た
が
、
い
ま
だ
五
位
で
あ
っ
た
た
め
、
別
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

で
は
な
く
預
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
鳥
羽
院
政
下
で
四
位
別
当
と
な
っ
た
時
に
御
厩
の
預
か
ら
別
当
に
昇
格
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
院
御
厩
の
長
官
は
、
高
橋
氏
が
い
う
よ
う
な
複
数
の
別
当
が
存
在
す
る
と
い
う
重
層
構
造
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

表
一
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
平
忠
盛
・
源
義
仲
・
源
義
経
の
三
人
は
、
「
御
厩
司
」
就
任
時
の
官
職
が
、
他
に
比
し
て
非
常
に
低

い
。
ま
た
義
仲
や
義
経
を
「
別
当
」
と
表
記
し
て
い
る
の
は
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
だ
け
で
、
同
時
代
の
史
料
に
は
見
え
て

　
　
（
2
6
V

い
な
い
。
五
位
で
あ
っ
た
彼
ら
は
忠
盛
と
同
じ
く
別
当
で
は
な
く
預
に
就
任
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
預
と
は
別
当
に
か
わ
っ
て
御
厩
を
文
字

通
り
「
預
」
っ
て
お
り
、
預
が
長
官
で
あ
っ
た
と
き
は
「
車
後
」
の
役
を
他
の
院
の
別
当
が
つ
と
め
た
わ
け
で
献
麗
。

　
忠
盛
の
あ
と
「
次
第
」
で
は
、
藤
原
信
頼
を
除
い
て
平
氏
の
名
が
つ
づ
く
。
そ
の
な
か
で
、
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
史
料
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

信
頼
と
知
盛
の
御
厩
別
当
就
任
は
確
認
さ
れ
る
が
、
清
盛
（
二
度
）
・
重
盛
・
宗
盛
は
見
え
て
い
な
い
。
高
橋
氏
は
、
平
氏
に
つ
い
て
忠

盛
．
知
盛
以
外
に
清
盛
・
重
盛
・
重
衡
が
別
当
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。
清
盛
・
重
盛
は
「
次
第
」
に
見
え
る
が
、
重
衡
の
名

は
な
く
、
か
わ
り
に
宗
盛
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
吉
記
』
安
元
二
年
（
＝
七
六
）
四
月
二
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
後
白
河
院
天
台
受

戒
登
山
の
行
列
に
お
い
て
宗
盛
は
「
後
騎
」
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と
が
智
れ
・
御
厩
別
当
で
あ
・
た
可
能
性
が
轟
・
一
方
の
重
衡
で

あ
る
が
、
高
橋
氏
は
、
重
衡
が
別
当
で
あ
っ
た
根
拠
と
し
て
、
当
時
左
馬
頭
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
院
御
厩
と
馬
寮

の
職
務
の
共
通
性
か
ら
、
左
馬
頭
が
御
厩
別
当
を
兼
ね
て
い
た
と
す
る
が
、
そ
の
二
役
を
同
時
に
兼
ね
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
事
例
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

源
義
仲
だ
け
で
あ
る
。
左
馬
頭
で
あ
る
ゆ
え
に
、
御
厩
別
当
で
あ
っ
た
と
は
い
い
き
れ
ま
い
。
と
は
い
え
、
平
氏
一
族
が
院
御
厩
と
左
馬

寮
を
同
時
に
掌
握
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
前
提
に
し
て
、
義
仲
は
左
馬
頭
に
な
り
、
つ
い
で
院
御
厩
司
を
兼
ね
る
こ
と
が

で
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
次
第
」
の
記
事
も
一
連
の
平
氏
の
御
厩
司
は
、
明
ら
か
に
在
任
期
間
が
間
違
っ
て
い
る
。
人
名
と

順
番
は
わ
か
っ
て
い
た
も
の
の
、
年
記
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
数
合
せ
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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（
3
1
）

　
堤
大
納
言
朝
方
こ
と
藤
原
朝
方
は
、
『
玉
葉
』
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
一
二
月
二
七
日
条
に
「
一
、
院
御
厩
別
当
、
朝
方
卿
、
本
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

行
之
職
也
、
可
被
還
補
歎
、
」
と
見
え
て
お
り
、
そ
の
還
補
に
つ
い
て
は
明
証
が
あ
る
。
し
か
し
、
最
初
の
補
任
が
い
つ
で
あ
っ
た
の
か

は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
「
次
第
」
に
は
、
知
盛
の
あ
と
義
仲
が
就
任
す
る
以
前
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
後
白
河
院
と

の
関
係
の
深
い
朝
方
が
御
厩
別
当
と
な
っ
た
の
は
、
治
承
四
年
一
二
月
清
盛
が
後
白
河
法
皇
に
再
び
院
政
を
要
請
し
た
と
き
以
外
に
は
あ

り
え
ま
い
。
と
す
れ
ば
、
近
臣
の
御
厩
司
就
任
が
院
政
再
開
に
お
け
る
要
件
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
り
、
こ
の
こ
ろ
の
院
権
力
の

な
か
で
の
御
厩
司
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
事
例
と
評
価
で
き
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
義
仲
・
義
経
の
あ
と
に
頼
朝
の
名
が
見
え
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
頼
朝
の
名
の
下
に
は
、
案
主
で
は
な
く
、
北
条
時
政
が
代

官
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
に
掲
げ
た
『
玉
葉
』
の
記
事
は
、
頼
朝
か
ら
後
白
河
院
に
送
ら
れ
た
申
状
の
一
部
で
あ
る
。

義
経
の
鰍
解
に
よ
・
て
御
厩
司
は
空
席
の
状
態
と
な
・
た
が
・
鎌
倉
に
在
り
つ
づ
け
た
頼
朝
は
、
御
厩
別
当
に
就
く
こ
と
は
な
く
、
京
都

に
あ
っ
た
時
政
が
代
官
と
し
て
実
務
を
執
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
廟
堂
改
革
を
迫
る
頼
朝
が
、
後
白
河
院
と
の
折
衝
の
な

か
で
、
義
仲
就
任
以
前
こ
の
職
に
あ
っ
た
朝
方
を
推
挙
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
「
次
第
」
で
は
、
頼
朝
の
あ
と
按
察
使
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

納
言
光
親
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
按
察
使
中
納
言
朝
方
の
誤
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
本
書
の
も
と
に
な
っ
た
史
料
の
作
成
者
の
な
か

で
「
按
察
中
納
言
」
と
い
え
ば
、
承
久
の
乱
後
に
殺
さ
れ
た
葉
室
光
親
だ
と
の
印
象
が
強
烈
で
、
つ
い
筆
が
す
べ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
の
御
厩
別
当
は
、
表
一
に
あ
る
通
り
一
条
能
保
・
花
山
院
兼
雅
・
西
園
寺
公
経
・
坊
門
信
清
の
名
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
「
次
第
」
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
条
能
保
の
還
補
お
よ
び
息
高
能
の
補
任
が
知
ら
れ
、
御
厩
別
当
へ
の
任
免
は
、
時
の
権
力
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
5
）

の
動
向
と
密
接
に
結
び
付
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
朝
方
が
義
経
与
同
の
嫌
疑
で
斥
け
ら
れ
た
あ
と
、
頼
朝
の
妹

婿
で
、
京
都
に
お
け
る
頼
朝
の
手
足
と
も
い
え
る
一
条
能
保
が
補
任
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
建
久
元
年
（
＝
九
〇
）
一
二
月
の
九
条
兼
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

の
関
白
就
任
時
に
は
、
後
白
河
院
の
意
向
で
右
大
臣
花
山
院
兼
雅
が
補
任
さ
れ
、
院
の
執
事
院
司
と
御
厩
別
当
を
兼
帯
し
て
い
る
。
そ
し
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て
、
建
久
の
政
変
に
よ
る
兼
実
失
脚
と
同
時
に
一
条
能
保
が
還
任
さ
れ
た
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
頼
朝
と
当
時
朝
政
を
牛
耳
っ
て
い
た
源

通
親
と
の
合
意
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
能
保
没
後
は
そ
の
子
高
能
が
、
さ
ら
に
翌
年
の
高
能
没
後
は
、
能
保
の
智
の
西
園
寺
公
経
が
補

任
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
頼
朝
が
正
治
元
年
（
二
九
九
）
に
没
す
る
と
、
京
都
に
お
け
る
幕
府
勢
力
は
後
退
し
、
一
条
能
保
・
高

能
父
子
に
仕
え
て
い
た
後
藤
基
清
・
中
原
政
経
・
小
野
義
成
の
三
人
の
左
衛
門
尉
が
一
条
家
を
冷
遇
し
た
通
親
に
対
す
る
襲
撃
を
企
て
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

い
わ
ゆ
る
三
左
衛
門
事
件
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
関
連
し
て
公
経
は
籠
居
し
た
。
そ
の
た
め
、
院
政
を
開
始
し
た
後
鳥
羽
院
の
意
向
で
、
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

の
叔
父
で
側
近
で
も
あ
る
坊
門
信
清
が
次
の
御
厩
別
当
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
「
次
第
」
に
よ
れ
ば
信
清
の
あ
と
は
、
承
久
の
乱
を
経
て
、
北
条
泰
時
が
一
時
御
厩
を
管
掌
し
、
つ
い
で
幕
府
と
深
い
つ
な
が

り
を
持
つ
公
経
の
子
実
氏
が
、
御
厩
別
当
に
な
っ
て
い
る
。
実
氏
の
補
任
は
「
関
東
使
」
の
派
遣
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
紅
狸
、
一
旦
幕

府
が
完
全
に
御
厩
別
当
職
を
接
収
し
た
の
ち
、
実
氏
に
管
領
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
実
氏
は
、
幕
府
の
強
い
意
向
に
よ
っ
て
御

厩
別
当
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。

　
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
お
い
て
院
御
厩
は
、
時
の
権
力
者
達
の
意
向
を
反
映
し
た
院
御
厩
司
、
す
な
わ
ち
院
御
厩
別
当
も
し
く
は
院

御
厩
預
に
よ
っ
て
管
掌
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
承
久
の
乱
後
は
鎌
倉
幕
府
の
意
向
か
ら
、
西
園
寺
家
が
院
御
厩
別
当
職
を
相
伝
す
る
こ

と
と
な
り
、
院
御
厩
司
は
院
御
厩
別
当
の
み
を
さ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
平
氏
の
興
隆
と
共
に
左
馬
寮
を
も
管
掌
し
、
牛

馬
を
自
由
に
す
る
力
を
得
た
院
御
厩
司
が
、
承
久
の
乱
を
経
て
幕
府
に
よ
っ
て
武
力
的
な
側
面
を
そ
ぎ
お
と
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
、
と

も
い
え
よ
う
。

33



34

四
　
院
御
厩
案
主
に
つ
い
て

　
案
主
と
は
、
別
当
や
預
の
下
に
あ
っ
て
、
舎
人
以
下
居
飼
・
車
副
等
御
厩
の
構
成
員
を
統
轄
し
、
御
厩
の
実
務
を
行
な
う
重
要
な
職
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
人
名
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
次
第
」
を
手
が

か
り
と
し
て
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
通
季
の
時
の
案
主
左
兵
衛
尉
宗
時
は
、
春
日
祭
の
舞
人
と
し
て
『
台
記
』
お
よ
び
『
兵
範
記
』
仁
平
三
年
＝
月
二
六
日
条
に
見

え
る
「
左
兵
衛
尉
藤
原
宗
時
」
の
可
能
性
が
高
い
が
、
未
詳
で
あ
る
。

　
忠
盛
か
ら
知
盛
に
か
け
て
の
平
氏
の
別
当
在
任
期
間
中
の
案
主
は
、
『
平
家
物
語
』
に
見
え
る
殿
上
の
闇
討
ち
事
件
の
際
に
忠
盛
に
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
専
一
腹
心
者
」
と
い
わ
れ
、
平
氏
の

侍
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
「
平
氏
第
一
郎
等
」
と
評
さ
れ
た
平
家
貞
と
、
そ
の
子
で
清
盛
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

軍
事
・
家
政
両
面
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
、
貞
能
で
あ
る
。
特
に
貞
能
は
、
高
橋
氏
に
よ
っ
て
「
院
御
厩
の
実
質
的
統
轄
責
任
者
」
で
あ

・
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
馳
・
ま
た
・
二
人
は
と
も
に
左
衛
門
尉
・
検
非
違
使
か
ら
受
領
と
い
う
昇
進
ル
ー
ト
を
辿
・
て
お
俊
こ
れ

以
後
の
案
主
の
属
性
と
共
通
点
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
信
頼
が
別
当
で
あ
っ
た
時
の
案
主
も
貞
能
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
注
に
「
或
説
無
之
」
と
あ
る
の
が
正
し
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
4
）

　
次
の
朝
方
の
時
の
案
主
外
記
大
夫
に
つ
い
て
は
、
『
後
白
河
院
北
面
歴
名
』
に
「
従
五
位
上
　
中
原
師
信
外
記
大
夫
、
」
と
あ
り
、
こ
の
人

物
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
不
明
で
あ
る
。

　
つ
づ
く
義
仲
の
時
の
案
主
八
嶋
冠
者
は
、
『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
＝
月
二
〇
日
条
に
出
て
く
る
「
八
嶋
冠
者
時
清
」
が
該
当
す
る
か



中世の院御厩司について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

と
思
わ
れ
る
。
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
近
江
源
氏
重
実
の
一
族
が
八
島
を
名
乗
っ
て
い
る
。
重
実
の
一
男
で
平
治
の
乱
に
源
義
朝
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

身
代
わ
り
と
な
っ
て
自
害
し
た
重
成
の
子
に
時
清
が
、
ま
た
重
実
の
子
で
八
島
先
生
時
成
の
子
に
忠
重
（
本
名
時
清
）
が
見
え
て
お
り
、

こ
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
『
吉
記
」
寿
永
二
年
（
＝
八
三
）
七
月
二
九
日
条
の
京
中
守
護
の
た
め
に
義
仲
に
従
っ
て
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

京
し
た
武
士
の
交
名
に
、
後
者
の
兄
弟
で
あ
る
「
葦
敷
太
郎
重
隆
」
の
名
が
見
え
、
義
仲
と
の
関
係
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
一
族
は
、

時
成
が
検
非
違
使
・
左
衛
門
尉
か
ら
近
江
守
と
な
り
、
時
成
の
兄
弟
重
貞
も
兵
衛
尉
か
ら
筑
後
守
、
葦
敷
太
郎
重
隆
も
左
衛
門
尉
で
あ
り
、

案
主
に
な
る
人
物
が
就
く
官
途
と
の
共
通
性
を
有
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

　
義
経
の
時
の
案
主
後
藤
兵
衛
尉
は
、
頼
朝
の
同
母
妹
で
後
に
一
条
能
保
の
室
と
な
る
女
性
を
育
て
た
実
基
か
、
も
し
く
は
そ
の
養
子
の

　
（
5
0
V

基
清
で
あ
ろ
う
。
元
暦
元
年
（
二
八
四
）
に
は
、
二
人
と
も
兵
衛
尉
で
あ
り
官
途
か
ら
は
決
め
が
た
い
。
し
か
し
、
実
基
は
保
元
・
平

治
の
乱
で
義
朝
の
た
め
に
奮
戦
し
て
お
り
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
で
は
屋
島
の
合
戦
に
参
加
し
て
い
る
が
、
高
齢
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
の
基
清
は
、
一
条
能
保
還
任
時
の
案
主
を
つ
と
め
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
の
可
能
性
が
高
い
。
基
清
は
能
保
室
と
乳
兄
弟
に
あ
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

そ
の
縁
で
能
保
に
仕
え
る
と
と
も
に
、
従
五
位
下
左
衛
門
尉
で
検
非
違
使
を
兼
ね
、
後
鳥
羽
院
の
下
北
面
の
ち
に
西
面
と
な
っ
た
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

後
、
承
久
の
乱
で
京
方
に
属
し
、
息
基
綱
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
い
る
。

　
能
保
が
初
度
の
御
厩
別
当
を
つ
と
め
た
時
に
案
主
で
あ
っ
た
安
房
刑
部
丞
盛
綱
は
、
武
蔵
横
山
党
の
刑
部
丞
小
野
成
綱
も
し
く
は
そ
の

　
　
　
　
　
（
5
3
）

男
盛
綱
で
あ
ろ
う
。
成
綱
の
男
で
盛
綱
の
兄
弟
で
あ
る
小
野
義
成
は
、
前
に
触
れ
た
三
左
衛
門
事
件
で
基
清
と
と
も
に
処
罰
さ
れ
て
お
り
、

一
条
家
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
義
成
は
そ
の
事
件
後
に
基
清
と
と
も
に
後
鳥
羽
院
の
御
所
を
警
固
し
て
お
り
、
院
の
北
面
も

し
く
は
西
面
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
義
成
の
父
親
か
兄
弟
な
の
で
あ
る
か
ら
、
能
保
の
時
の
案
主
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

刑
部
丞
と
い
う
官
途
に
注
目
す
れ
ば
成
綱
が
該
当
す
る
が
、
↓
方
名
前
の
↓
致
す
る
盛
綱
は
、
従
五
位
下
左
衛
門
尉
で
下
総
守
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

院
の
西
面
衆
に
も
名
を
連
ね
、
承
久
の
乱
で
は
京
方
に
つ
い
て
敗
走
し
て
い
る
。
父
子
で
あ
る
た
め
官
途
と
名
前
を
混
同
し
た
も
の
と
思

35



わ
れ
、
ど
ち
ら
と
も
決
め
が
た
い
。
な
お
、
呼
称
の
頭
に
「
安
房
」
と
冠
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

　
花
山
院
兼
雅
の
と
き
の
案
主
刑
部
大
夫
仲
国
は
、
後
白
河
院
の
近
習
に
し
て
上
北
面
で
あ
り
、
院
の
細
工
所
の
別
当
を
つ
と
め
た
源
仲

（
5
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

国
で
あ
る
。
仲
国
の
妻
は
丹
後
局
高
階
栄
子
の
縁
者
で
、
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
に
後
白
河
院
託
宣
事
件
を
起
こ
し
た
た
め
、
夫
婦
と

も
ど
も
追
放
さ
れ
る
が
、
後
に
許
さ
れ
て
卿
二
位
兼
子
の
後
見
役
と
な
っ
た
。
な
お
、
兼
雅
と
の
直
接
の
つ
な
が
り
は
不
明
で
あ
る
。
ま

た
、
公
経
お
よ
び
信
清
の
と
き
の
案
主
左
兵
衛
尉
景
経
に
つ
い
て
は
、
『
明
月
記
』
建
久
九
年
二
月
九
日
条
に
見
え
る
「
左
馬
允
藤
景

経
」
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
み
て
院
の
北
面
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
実
氏
以
後
の
案
主
に
つ
い
て
も
見
て
い
こ
う
。
網
野
氏
は
か
つ
て
、
西
園
寺
家
の
別
当
の
下
で
、
案
主
は
「
景
」
を
通
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

と
す
る
一
族
が
世
襲
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
が
、
「
次
第
」
を
み
れ
ば
、
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
一
族
は
、
系
図
類
に
は
見
え
な
い
が
、
姓
は
中
原
氏
で
あ
り
、
代
々
西
園
寺
家
に
仕
え
て
い
た
。

　
ま
ず
、
実
氏
の
時
の
案
主
石
見
守
友
景
は
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
V
正
月
の
後
嵯
峨
院
庁
発
足
に
あ
た
っ
て
、
御
厩
別
当
に
は
公
相

が
、
そ
し
て
案
主
に
は
「
後
院
之
時
前
石
見
守
友
景
」
と
あ
る
通
り
、
後
院
の
時
か
ら
す
で
に
友
景
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
後
嵯
曉
北
厘
禦
」
に
よ
れ
賎
「
前
石
見
守
中
原
友
景
所
・
㌧
「
正
五
位
下
却
景
駄
顯
所
司
」
と
あ
発
次
の
範
景
蔑
同
書
に

「
左
萬
少
臨
欝
緬
鯉
二
鍵
縣
い
」
と
あ
俊
友
景
・
範
景
父
子
嫉
院
の
北
面
で
西
園
寺
家
に
候
し
て
い
た
・
と
が
わ
か
ゑ

　
実
兼
の
時
の
案
主
時
景
に
つ
い
て
も
、
『
園
太
暦
』
に
引
用
さ
れ
る
「
後
西
園
寺
入
道
相
国
記
」
（
実
兼
の
日
記
）
文
永
九
年
（
＝
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

二
）
一
一
月
二
六
日
条
に
、
「
予
下
知
時
景
、
居
飼
・
厩
舎
人
等
、
兼
仰
時
景
令
用
意
也
」
と
あ
る
。

　
次
の
師
景
の
前
に
、
本
来
為
景
が
入
る
べ
き
だ
が
、
別
当
一
代
に
案
主
一
人
と
い
う
書
き
方
で
あ
る
た
め
に
ズ
レ
が
生
じ
、
為
景
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

は
抜
け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
師
景
は
、
伏
見
院
の
御
厩
別
当
で
あ
っ
た
公
顕
の
時
の
案
主
を
つ
と
あ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
さ

ら
に
、
後
伏
見
院
の
御
厩
別
当
実
衡
の
時
も
案
主
を
つ
と
め
て
い
る
。
「
広
義
門
院
御
産
愚
記
」
（
『
公
衡
公
記
』
）
延
慶
四
年
（
＝
一
＝

36



一）

�
試
l
日
条
に
「
移
御
馬
井
御
厩
舎
人
・
居
飼
事
、
御
厩
案
主
師
景
差
下
代
官
申
沙
汰
之
、
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
案
主
の
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
同
時
代
史
料
上
に
案
主
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
有
景
と
基
景
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
院
御
厩
案
主
は
院
御
厩
司
の
家
司
も
し
く
は
家
人
で
あ
る
な
ど
、
院
御
厩
司
と
の
関
係
が
深
く
、
昇
進

ル
ー
ト
も
左
衛
門
尉
・
検
非
違
使
か
ら
受
領
、
そ
し
て
院
の
北
面
に
連
な
る
よ
う
な
身
分
の
者
が
つ
と
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
頼
朝
の

時
の
代
官
時
政
お
よ
び
泰
時
の
時
の
案
主
三
浦
泰
村
は
こ
れ
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
が
、
彼
ら
が
例
外
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
西
園
寺
家
の
別
当
職
相
伝
に
と
も
な
い
、
案
主
も
ま
た
そ
の
家
司
で
あ
り
、
「
景
」
を
通
字
と
す
る
中
原
氏
に
よ
っ
て
世
襲
さ
れ

　
　
　
（
6
7
）

た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

中世の院御厩司について

　
本
稿
で
は
、
西
園
寺
家
所
蔵
「
御
厩
司
次
第
」
に
つ
い
て
、
そ
の
記
載
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
信
葱
性
を
確
認
し
た
。
あ
わ
せ
て
本
書

は
、
記
事
最
末
に
載
せ
る
西
園
寺
実
宣
が
莞
じ
て
そ
れ
ほ
ど
経
て
い
な
い
天
文
年
間
後
半
こ
ろ
に
、
実
宣
の
子
公
朝
が
、
自
ら
の
院
御
厩

領
会
賀
・
福
地
牧
を
知
行
す
る
こ
と
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
に
作
成
し
た
文
書
の
草
案
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。

　
そ
し
て
、
「
御
厩
司
次
第
」
を
手
が
か
り
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
院
御
厩
は
院
政
成
立
期
か
ら
鎌

倉
初
期
に
か
け
て
、
院
御
厩
司
と
総
称
さ
れ
る
院
御
厩
別
当
あ
る
い
は
院
御
厩
預
を
頂
点
と
し
、
そ
の
下
に
案
主
が
い
る
構
成
で
あ
っ
た

こ
と
。
中
世
前
期
に
お
い
て
院
御
厩
司
が
院
に
限
ら
ず
当
時
の
権
力
者
達
の
意
向
を
反
映
し
た
人
々
が
補
任
さ
れ
た
が
、
承
久
の
乱
後
は
、

幕
府
の
意
向
に
よ
っ
て
西
園
寺
家
（
庶
家
を
含
む
）
が
相
伝
し
た
こ
と
。
案
主
は
、
多
く
院
御
厩
司
の
家
司
・
家
人
で
あ
る
な
ど
院
御
厩
司
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と
の
関
係
が
深
く
、
院
の
北
面
に
禧
候
す
る
よ
う
な
身
分
の
者
が
つ
と
め
て
お
り
、
西
園
寺
家
の
院
御
厩
別
当
職
相
伝
に
と
も
な
い
、
そ

の
家
司
で
あ
る
中
原
氏
が
案
主
を
世
襲
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
今
後
さ
ら
に
院
御
厩
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
り
、
重
要
な
鍵
と
な
る
左
右
馬
寮
と
の
関
係
は
、
今
回
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
つ
ね
に
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
の
問
題
は
、
官
司
請
負
制
に
つ
い
て
考
え
る
素
材
と
も
な

り
、
本
稿
に
お
い
て
軽
々
に
論
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
別
稿
を
期
し
た
い
と
思
う
。
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註
（
1
）
　
橋
本
義
彦
『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一

　
九
七
六
年
）
所
収
。
初
出
は
一
九
七
五
年
。

（
2
）
　
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
。
以
下
、
『
皇
』
と
略
す
。

（
3
）
　
高
橋
昌
明
『
清
盛
以
前
』
第
五
章
「
平
忠
盛
と
鳥
羽
院
政

　
（
上
）
」
（
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
、
所
収
。
以
下
高
橋
氏
の
説
は

　
こ
れ
に
よ
る
）
。

（
4
）
　
網
野
善
彦
「
西
園
寺
家
と
そ
の
所
領
」
（
『
国
史
学
』
一
四
六

　
号
、
一
九
九
二
年
）
、
同
「
中
世
前
期
の
馬
借
・
車
借
－
厩
と
の

　
関
係
を
中
心
に
ー
」
（
「
立
命
館
文
学
』
五
二
一
号
、
一
九
九
一

　
年
）
。
（
5
）
　
中
原
俊
章
『
中
世
公
家
と
地
下
官
人
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一

　
九
八
七
年
）
、
本
郷
恵
子
『
中
世
公
家
政
権
の
研
究
』
（
東
京
大
学

　
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
。

（
6
）
　
そ
の
全
貌
に
つ
い
て
は
、
『
学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
史
料

目
録
　
第
一
五
号
　
西
園
寺
家
文
書
』
（
同
館
、
一
九
九
八
年
）

を
参
照
。

（
7
）
　
『
公
卿
補
任
』
天
文
一
〇
年
、
実
宣
の
項
。

（
8
）
　
会
賀
・
福
地
牧
に
つ
い
て
は
、
『
藤
井
寺
市
史
』
、
『
羽
曳
野

市
史
』
等
に
史
料
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
小
野
博
司
「
室
町
後
期

　
に
お
け
る
三
条
西
家
の
領
主
権
の
考
察
」
（
『
法
政
史
学
』
三
五
号
、

　
一
九
八
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
三
条
西
家
の
所
領
の
多
く
は
、
西
園

寺
家
領
の
下
地
を
分
割
し
た
も
の
で
あ
る
（
割
合
は
西
園
寺
家
が

三
分
の
二
）
。
室
町
末
期
に
お
い
て
会
賀
牧
三
分
の
一
を
三
条
西

家
が
知
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
西

園
寺
家
の
三
分
の
二
の
知
行
も
継
続
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ

　
る
。
こ
の
ほ
か
院
御
厩
領
と
し
て
知
ら
れ
る
美
豆
牧
は
、
当
初
か

ら
の
も
の
で
な
く
、
鎌
倉
初
期
に
院
御
厩
が
管
領
す
る
よ
う
に
な



中世の院御厩司について

　
っ
た
こ
と
が
、
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
閏
四
月
四
日
条
に
見
え
て

　
い
る
。

（
9
）
　
『
公
卿
補
任
』
長
禄
元
年
、
実
煕
の
項
。

（
1
0
）
　
『
民
経
記
』
貞
永
元
年
閏
九
月
二
二
日
条
。

（
1
1
）
　
『
洞
院
家
廿
巻
部
類
』
所
載
『
公
光
卿
記
』
寛
元
四
年
正
月

　
工
九
日
条
（
『
皇
』
所
収
）
。

（
1
2
）
　
『
公
卿
補
任
』
嘉
元
三
年
、
公
衡
の
項
。
な
お
、
こ
の
事
件

　
に
つ
い
て
は
、
森
茂
暁
「
関
東
申
次
を
め
ぐ
る
朝
幕
交
渉
－
西
園

寺
実
氏
以
降
l
」
（
同
『
鎌
倉
時
代
の
朝
幕
関
係
』
思
文
閣
出
版
、

　
一
九
九
一
年
、
所
収
）
、
遠
藤
基
郎
「
鎌
倉
後
期
の
知
行
国
制
」

　
（
『
国
史
談
話
会
雑
誌
』
三
二
号
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。

（
1
3
）
　
『
実
躬
卿
記
』
嘉
元
三
年
閏
一
二
月
二
二
日
条
。

（
1
4
）
　
森
茂
暁
「
北
朝
と
室
町
幕
府
」
（
同
『
南
北
朝
公
武
関
係
史

　
の
研
究
』
文
献
出
版
、
一
九
八
四
年
、
所
収
）
。

（
1
5
V
　
『
院
中
番
衆
所
日
記
』
（
『
皇
』
所
収
）
。

（
1
6
）
　
中
世
後
期
の
公
家
の
所
領
経
営
に
つ
い
て
は
、
菅
原
正
子

　
『
中
世
公
家
の
経
済
と
文
化
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
を

　
参
照
。

（
1
7
）
　
「
中
右
記
』
承
徳
二
年
五
月
一
〇
日
条
に
卒
伝
が
あ
る
。
こ

　
れ
を
見
れ
ば
頼
里
の
大
体
の
経
歴
が
わ
か
り
、
参
考
と
な
る
の
で

　
引
用
す
る
。
「
午
時
許
前
越
中
守
橘
頼
里
卒
、
癬
媚
士
頼
里
者
父
母

不
知
誰
人
、
左
近
相
撲
最
手
故
橘
高
行
末
孫
云
々
、
院
御
宇
寄
瀧

口
兼
内
舎
人
、
又
寄
蔵
人
所
衆
、
殊
有
別
寵
、
任
左
衛
門
尉
、
不

経
幾
歳
為
検
非
違
使
、
寛
治
二
年
今
上
為
八
幡
行
幸
行
事
留
大
夫

尉
、
同
四
年
依
故
陽
明
門
院
分
任
越
中
、
八
ヶ
年
秩
満
、
任
中
済

公
文
、
此
春
得
替
、
壮
年
之
間
遂
以
卒
去
、
是
過
分
幸
之
所
致

欺
、
L
。
頼
里
に
つ
い
て
は
、
米
谷
豊
之
祐
『
院
政
期
軍
事
．
警
察

史
拾
遺
』
（
近
代
文
芸
社
、
一
九
九
三
年
）
二
三
四
～
二
三
八
頁

に
、
創
設
期
の
白
河
院
下
北
面
の
ひ
と
り
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
頼
里
は
白
河
殿
の
中
に
堂
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
『
中
右
記
』
永
久
二
年
＝
月
三
〇
日
条
に
よ
り
知
ら
れ
る
。

（
1
8
）
　
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊
　
仙
洞
御
移
徒
部
類
記
』

下
（
明
治
書
院
、
一
九
九
一
年
）
所
収
。

（
1
9
）
　
『
公
卿
補
任
』
嘉
保
三
年
、
経
実
の
項
。

（
2
0
）
　
『
公
卿
補
任
』
保
安
三
年
、
通
季
の
項
、
お
よ
び
『
中
右

　
記
』
保
安
四
年
二
月
一
九
日
条
等
。

（
2
1
）
　
『
葉
黄
記
』
寛
元
四
年
正
月
二
九
日
条
。

（
2
2
）
　
摂
関
家
の
御
厩
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
前
注
（
3
）
高

　
橋
書
、
前
注
（
4
）
網
野
「
中
世
前
期
の
馬
借
・
車
借
」
、
前
注

　
（
5
）
中
原
書
以
外
に
、
元
木
泰
雄
「
摂
関
家
に
お
け
る
私
的
制

　
裁
」
（
同
『
院
政
期
政
治
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
、

　
所
収
。
初
出
は
一
九
八
三
年
）
、
中
込
律
子
「
摂
関
家
と
馬
」
（
服
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藤
早
苗
編
『
王
朝
の
権
力
と
表
象
』
森
話
社
、
一
九
九
八
年
、
所

　
収
）
が
あ
る
。

（
2
3
）
　
白
河
院
政
期
に
お
い
て
も
鳥
羽
殿
御
厩
預
が
院
御
厩
預
で
あ

　
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
2
4
）
　
『
拾
芥
抄
』
中
、
院
司
部
第
八
に
は
院
司
「
・
－
細
厩
別
当
」

　
と
し
か
な
い
が
、
す
ぐ
後
に
摂
関
家
「
御
厩
刎
舘
ル
噸
屏
繊
注
」
と
あ

　
り
、
参
考
と
な
る
。

（
2
5
）
　
前
注
（
3
）
高
橋
書
所
載
の
「
院
司
変
遷
表
」
に
よ
れ
ば
、

　
忠
盛
が
鳥
羽
院
の
四
位
別
当
と
な
っ
た
の
は
、
遅
く
と
も
保
延
二

　
年
で
あ
る
。

（
2
6
）
　
義
仲
が
御
厩
を
管
掌
す
る
立
場
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

　
『
吉
記
』
寿
永
二
年
一
二
月
一
日
条
に
「
院
御
厩
事
被
仰
義
仲

　
云
々
、
」
と
記
す
が
、
『
源
平
盛
衰
記
』
第
三
四
は
、
法
住
寺
合
戦

　
の
直
後
に
義
仲
が
「
院
ノ
御
厩
別
当
二
成
テ
、
思
フ
サ
マ
ニ
馬
取

　
ノ
ラ
ン
モ
所
得
也
ト
テ
、
押
テ
別
当
二
成
」
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
義
経
は
、
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
閏
四
月
三
〇
日
条
に
よ

れ
ば
、
文
治
元
年
四
月
二
七
日
に
「
御
厩
司
」
に
補
さ
れ
た
と
い

　
う
。

（
2
7
）
　
高
橋
氏
は
、
保
元
三
年
の
後
白
河
院
政
発
足
時
に
、
藤
原
信

頼
と
藤
原
隆
季
が
院
の
御
幸
の
「
後
騎
」
を
つ
と
め
て
い
る
事
例

を
挙
げ
て
い
る
。
信
頼
が
御
厩
別
当
に
就
任
し
て
い
た
こ
と
は
確

　
か
で
あ
る
が
、
隆
季
に
つ
い
て
は
、
院
司
で
あ
る
と
い
う
こ
と
以

　
上
の
説
明
は
困
難
で
あ
る
。

（
2
8
）
　
東
山
御
文
庫
本
「
譲
位
部
類
記
」
（
「
皇
』
所
収
）
に
、
保
元

　
三
年
八
月
＝
日
の
後
白
河
天
皇
譲
位
に
と
も
な
う
院
司
の
補
任

　
で
、
信
頼
が
御
厩
別
当
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま

　
た
、
『
玉
葉
』
治
承
四
年
三
月
四
日
条
に
は
、
知
盛
が
院
御
厩
別

　
当
に
任
ぜ
ら
れ
た
記
事
が
あ
る
。

（
2
9
）
　
な
お
宗
盛
は
、
安
元
元
年
に
右
衛
門
督
か
ら
左
衛
門
督
に
転

　
じ
て
い
る
。
ま
た
、
知
盛
も
右
衛
門
督
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
く
官

　
途
は
誤
り
で
あ
り
、
治
承
三
年
に
右
兵
衛
督
か
ら
左
兵
衛
督
に
転

　
じ
て
い
る
。

（
3
0
）
　
こ
れ
は
、
院
御
厩
と
馬
寮
と
の
関
係
を
否
定
す
る
も
の
で
は

　
な
い
。
特
に
平
氏
の
躍
進
の
契
機
と
な
っ
た
平
治
の
乱
以
降
の
左

　
馬
頭
は
、
清
盛
の
子
や
孫
の
重
盛
・
宗
盛
・
重
衡
・
行
盛
が
歴
任

　
し
て
い
る
。

（
3
1
）
　
朝
方
は
、
寿
永
二
年
の
義
仲
に
よ
る
後
白
河
院
の
近
臣
に
対

す
る
処
分
で
解
官
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
記
録
類
に
も
近
臣
と
し
て

　
の
働
き
が
載
せ
ら
れ
、
院
の
信
任
の
厚
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

　
る
。
し
か
し
、
九
条
兼
実
は
「
朝
家
無
其
要
人
也
」
（
『
玉
葉
』
元

暦
元
年
九
月
｝
九
日
条
）
等
と
し
ば
し
ば
酷
評
し
て
い
る
。

（
3
2
）
　
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
閏
四
月
一
日
条
。
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（
3
3
）
　
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
閏
四
月
三
〇
日
条
に
よ
れ
ば
、
義
経

　
は
文
治
元
年
四
月
二
七
日
に
御
厩
司
に
就
任
し
、
八
月
一
四
日
に

　
は
伊
予
守
に
補
任
さ
れ
た
が
、
結
局
一
一
月
一
八
日
に
解
官
さ
れ

　
て
い
る
。

（
3
4
）
　
『
公
卿
補
任
』
文
治
二
年
、
朝
方
の
項
。

（
3
5
）
　
鎌
倉
初
期
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
の
概
説
は
非
常
に
多
く

　
一
々
挙
げ
な
い
が
、
龍
粛
『
鎌
倉
時
代
』
下
（
春
秋
社
、
一
九
五

　
七
年
）
、
上
横
手
雅
敬
「
承
久
の
乱
」
（
旧
版
『
岩
波
講
座
日
本
歴

　
史
』
五
、
一
九
六
七
年
）
、
同
『
鎌
倉
時
代
政
治
史
研
究
』
（
吉
川

　
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
、
橋
本
義
彦
『
源
通
親
』
（
吉
川
弘
文
館
、

　
一
九
九
二
年
）
等
を
参
考
と
し
た
。

（
3
6
）
　
『
玉
葉
』
建
久
二
年
一
二
月
二
九
日
条
。
通
常
執
事
院
司
と

　
御
厩
別
当
は
兼
帯
す
る
も
の
で
は
な
く
、
後
白
河
院
の
兼
雅
に
対

　
す
る
信
任
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
よ
う
。

（
3
7
）
　
三
左
衛
門
事
件
に
つ
い
て
は
、
上
横
手
雅
敬
「
承
久
の
乱
の

　
諸
前
提
」
（
同
『
日
本
中
世
政
治
史
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
〇

　
年
）
、
杉
橋
隆
夫
「
鎌
倉
初
期
の
公
武
関
係
－
建
久
年
間
を
中
心

　
に
l
」
（
『
史
林
』
五
四
巻
六
号
、
一
九
八
一
年
）
、
前
注
（
3
5
）

　
橋
本
書
一
四
二
～
一
四
五
頁
を
参
照
。

（
3
8
）
　
『
明
月
記
』
正
治
元
年
七
月
一
五
日
条
に
「
去
十
二
日
以
信

　
清
卿
被
補
御
厩
別
当
云
々
、
公
経
卿
遂
以
被
改
欺
、
籠
居
之
間
猶

蒙
輪
言
、
依
呈
御
馬
・
御
剣
等
悉
納
受
云
々
、
L
と
あ
る
。

（
3
9
）
　
森
茂
暁
「
『
東
使
』
と
そ
の
役
割
」
（
前
注
（
1
2
）
森
書
所
収
、

初
出
は
一
九
八
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
「
関
東
使
」
は
公
武
関
係
上
、

比
較
的
重
事
に
関
与
す
る
使
者
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

（
4
0
）
　
『
顕
広
王
記
』
仁
安
二
年
五
月
二
八
日
条
。
『
愚
管
抄
』
巻
第

　
五
に
も
「
一
ノ
郎
等
」
と
あ
る
。

（
4
1
）
　
『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
七
月
七
日
条
。

（
4
2
）
　
平
家
貞
と
貞
能
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
論
考
は
多
い
が
、
さ

　
し
あ
た
り
角
田
文
衛
『
平
家
後
抄
』
上
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八

　
一
年
）
、
五
味
文
彦
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
（
山
川
出
版
社
、
一

　
九
八
四
年
）
、
田
中
文
英
『
平
氏
政
権
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、

　
一
九
九
四
年
）
を
参
照
。

（
4
3
）
高
橋
氏
は
、
高
野
山
領
化
す
る
以
前
の
備
後
国
太
田
荘
の
年

　
貢
が
、
院
御
厩
の
牛
馬
の
衣
、
御
厩
舎
人
・
牛
飼
に
与
え
る
衣
服

　
料
と
し
て
毎
年
院
庁
に
進
上
さ
れ
て
い
た
（
『
平
安
遺
文
』
三
三

　
七
五
号
）
事
実
に
注
目
し
、
太
田
荘
と
院
庁
の
文
書
の
や
り
と
り

　
（
『
同
』
四
八
六
三
～
四
八
六
九
号
）
か
ら
、
貞
能
が
御
厩
の
統
轄

　
者
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
清
盛
が
院
御
厩
内
部
の
問
題
に
対
し
て
具

　
体
的
な
指
示
を
与
え
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
郷
恵
子
氏
は
、
前
注
（
5
）
書
五
七
頁
に
お
い
て
、
高

　
橋
氏
と
同
じ
史
料
か
ら
、
貞
能
は
「
院
御
厩
の
案
主
と
し
て
御
厩
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舎
人
を
統
率
す
る
立
場
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
L
と
述
べ
て
い
る
。

（
4
4
）
　
小
松
茂
美
「
右
兵
衛
尉
平
朝
臣
重
康
は
い
た
ー
『
後
白
河
院

　
北
面
歴
名
』
の
出
現
l
」
（
『
水
茎
』
六
号
、
一
九
八
九
年
）
に
影

　
印
と
翻
刻
を
載
せ
る
。

（
4
5
）
　
『
尊
卑
分
脈
』
三
、
清
和
源
氏
、
六
三
～
六
五
頁
。

（
4
6
）
　
『
平
治
物
語
』
中
「
金
王
丸
尾
張
よ
り
馳
せ
上
り
、
義
朝
の

　
最
後
を
語
る
事
」
、
『
愚
管
抄
』
巻
第
五
。

（
4
7
）
　
八
嶋
冠
者
と
葦
敷
氏
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
真
一
氏

　
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
4
8
）
　
『
平
治
物
語
』
で
「
坊
門
の
姫
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
女
性
に

　
つ
い
て
は
、
角
田
文
衛
「
源
頼
朝
の
妹
」
（
同
『
王
朝
の
明
暗
』

東
京
堂
出
版
、
凶
九
七
七
年
）
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
保
元

　
物
語
．
平
治
物
語
・
承
久
記
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
所

載
の
「
保
元
物
語
・
平
治
物
語
人
物
一
覧
」
（
日
下
力
氏
執
筆
）

　
の
同
項
を
参
照
。

（
4
9
）
　
後
藤
実
基
に
つ
い
て
は
、
前
注
（
4
8
）
「
保
元
物
語
・
平
治

物
語
人
物
一
覧
」
の
同
項
を
参
照
。

（
5
0
）
　
後
藤
基
清
に
つ
い
て
は
、
前
注
（
3
7
）
上
横
手
論
文
、
中
川

博
夫
「
後
藤
基
綱
・
基
政
父
子
（
一
）
ー
そ
の
家
譜
と
略
伝
に
つ

　
い
て
l
」
（
『
芸
文
研
究
」
四
八
号
、
一
九
八
六
年
）
、
平
岡
豊
「
後

鳥
羽
院
西
面
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
史
研
究
』
三
一
六
号
、
一
九
八

　
八
年
）
等
が
触
れ
て
い
る
。

（
5
1
）
　
基
清
が
、
後
鳥
羽
院
の
下
北
面
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
明
月

　
記
』
建
久
九
年
二
月
一
四
日
条
お
よ
び
『
参
軍
要
略
抄
』
北
面
始

　
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
『
系
図
纂
要
』
に
よ
れ
ば
、
後
白
河

　
院
の
北
面
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。

（
5
2
）
　
『
吾
妻
鏡
』
承
久
三
年
七
月
二
日
条
。

（
5
3
）
小
野
成
綱
・
盛
綱
に
つ
い
て
は
、
菊
池
紳
一
「
承
久
の
乱
に

　
京
方
に
つ
い
た
武
蔵
武
士
ー
横
山
党
の
異
端
小
野
氏
1
」
（
『
埼
玉

　
地
方
史
』
二
〇
号
、
一
九
八
七
年
）
に
詳
し
い
。

（
5
4
）
　
「
小
野
氏
系
図
」
（
『
続
群
書
類
従
』
第
七
輯
上
）
。

（
5
5
）
　
『
天
台
座
主
記
』
第
七
〇
権
僧
正
公
円
の
項
に
、
建
保
元
年

　
八
月
三
日
に
山
訴
に
よ
っ
て
解
官
さ
れ
た
西
面
衆
と
し
て
「
野
三

　
左
衛
門
尉
」
と
見
え
る
。

（
5
6
）
　
『
吾
妻
鏡
』
承
久
三
年
六
月
一
五
日
条
。

（
5
7
）
　
『
猪
隈
関
白
記
』
建
永
元
年
四
月
二
一
日
条
、
『
愚
管
抄
』
巻

第
六
お
よ
び
『
心
記
』
（
『
歴
代
残
閾
日
記
』
三
〇
）
建
久
三
年
三

月
一
八
日
条
等
。

（
5
8
）
　
源
仲
国
に
つ
い
て
は
、
杉
山
次
子
「
鎌
倉
初
期
の
北
面
衆
と

軍
記
物
語
」
（
豊
田
武
教
授
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
・
中
世

史
の
地
方
的
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
所
収
）
、
上
横

手
雅
敬
『
平
家
物
語
の
虚
構
と
真
実
』
上
（
塙
書
房
、
一
九
八
五
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年
）
が
詳
し
く
、
前
注
（
5
）
本
郷
書
四
八
頁
に
も
触
れ
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、
『
平
家
物
語
』
小
督
巻
で
有
名
な
仲
国
が
、
こ
の

源
仲
国
で
は
な
く
、
高
階
仲
国
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
日
下
力
「
都

の
戦
争
体
験
と
軍
記
物
語
の
成
立
⊥
局
階
仲
国
の
足
跡
を
明
ら
か

に
し
つ
つ
l
」
（
栃
木
孝
惟
編
『
平
家
物
語
の
成
立
』
有
精
堂
出

版
、
一
九
九
三
年
所
収
）
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
5
9
）
　
『
明
月
記
』
正
治
二
年
一
二
月
一
五
日
・
建
永
元
年
五
月
二

〇
日
条
、
『
猪
隈
関
白
記
』
建
永
元
年
四
月
二
一
日
条
、
『
三
長

記
』
同
年
五
月
一
〇
日
条
、
お
よ
び
『
愚
管
抄
』
巻
第
六
等
。

（
6
0
）
前
注
（
4
）
網
野
「
中
世
前
期
の
馬
借
・
車
借
」
。

（
6
1
）
　
『
皇
』
三
六
六
～
三
七
八
頁
。

（
6
2
）
　
『
園
太
暦
』
延
文
元
年
一
二
月
二
七
日
条
。
こ
の
史
料
は
、

　
「
厩
舎
人
」
の
前
に
「
御
」
と
記
さ
ず
、
院
御
厩
の
も
の
で
な
く

　
西
園
寺
家
の
厩
の
記
事
で
あ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
同
様
の
仕
事
を

　
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
3
）
　
為
景
は
、
『
公
衡
公
記
』
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
四
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
御
厩
案
主
也
、

　
　
　
　
　
左
衛
門
尉
、

　
五
日
条
に
「
主
馬
首
中
原
為
景
兼
」
と
見
え
る
。
こ
の
時
の
治
天

　
は
後
深
草
院
で
、
御
厩
別
当
は
公
衡
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
伏
見

　
宮
院
御
幸
始
記
」
（
『
公
衡
公
記
』
）
永
仁
六
年
八
月
五
日
条
に
伏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
景
子

　
見
院
の
下
北
面
と
し
て
「
前
若
狭
守
為
景
」
と
見
え
、
友
景
の
子

　
で
範
景
の
兄
弟
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
6
4
）
　
前
注
（
6
3
）
「
伏
見
宮
院
御
幸
始
記
」
同
日
条
。

（
6
5
）
　
『
吉
続
記
』
正
安
三
年
＝
月
一
八
日
条
。

（
6
6
）
有
景
に
つ
い
て
は
、
『
公
名
公
記
』
嘉
吉
三
年
三
月
一
四
日

条
、
八
月
八
・
一
二
・
一
六
日
条
、
一
〇
月
一
〇
日
条
等
を
参
照
。

基
景
に
つ
い
て
は
、
『
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
』
甲
七
〇
に

　
享
徳
二
年
二
月
日
付
御
厩
案
主
基
景
申
状
が
あ
る
。

（
6
7
）
前
注
（
5
）
中
原
書
一
八
四
～
一
八
八
頁
お
よ
び
『
皇
』
三

　
二
六
頁
の
標
出
に
よ
っ
て
、
院
御
厩
案
主
と
見
ら
れ
て
き
た
右
将

　
曹
中
臣
近
武
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
山
椀
記
』
治
承
四
年
四
月
二

　
七
日
条
の
記
事
に
よ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
去
廿
一
日
、
以

　
将
曹
二
人
被
奉
副
加
新
院
御
随
身
（
中
略
）
帥
大
納
言
灘
難
奉

　
仰
、
令
右
中
弁
兼
光
朝
臣
院
司
召
仰
両
人
、
又
左
将
曹
秦
信
光
可

　
致
御
車
井
左
召
次
沙
汰
、
右
将
曹
中
臣
近
武
可
致
右
召
次
御
厩
案

　
主
沙
汰
之
由
被
仰
、
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
「
御
厩
案
主
の
沙
汰
を

　
致
す
べ
し
」
と
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
御
厩
案
主
た

　
る
べ
し
」
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
記
事
を
も
っ
て
近
武
が

　
案
主
で
あ
る
と
は
い
え
ま
い
。

（
6
8
）
　
前
掲
諸
論
文
以
外
で
は
、
五
味
文
彦
「
花
押
に
見
る
院
政
期

　
諸
階
層
」
（
前
注
（
4
2
）
書
所
収
）
、
市
沢
哲
「
鎌
倉
後
期
の
公
家

　
政
権
の
構
造
と
展
開
ー
建
武
新
政
へ
の
一
展
望
l
」
（
『
日
本
史
研

　
究
』
三
五
五
号
、
一
九
九
二
年
）
等
。
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